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260億円

ケーブルテレビ加入説明会
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�
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３月定例会（一般会計予算）

　

次
代
�
社
会
�
担
�
子
�

�
�
成
長
�
�
�
発
達
�
資

�
�
�
�
�
中
学
校
修
了
前

�
子
�
�
�
対
象
�
�
�
人

当
�
�
�
万
�
千
円
�
手
当

�
�
子
�
�
�
養
育
�
�
�

�
者
�
支
給
�
�
�
�
�

�
億
�
�
�
�
万
円

会計名 22年度当初 21年度当初 前年度比（％）
一般会計 260億円　　　　　　 215億 8,600 万円　　 20.4

特　

別　

会　

計

国民健康保険 53億 6,501 万 4千円 54億 1,910 万 6千円 △ 1.0
国民健康保険直営診療所 6,634 万 3千円 4,635 万 1千円 43.1
介護保険直営診療所 － 17万 9千円 皆減
老人保健 333万 2千円 1,221 万 4千円 △ 72.7
後期高齢者医療 5億 8,710 万円　　 5億 3,921 万 2千円 8.9
介護保険 56億 9,832 万 7千円 54億 3,956 万 1千円 4.8
農業集落排水 2億 2,287 万 8千円 2億 719 万 8千円 7.6
公共下水道 1億 1,074 万 2千円 1億 1,483 万 8千円 △ 3.6
浄化槽施設 4,668 万 2千円 4,351 万 1千円 7.3
簡易水道 3億 4,094 万 1千円 3億 2,399 万 2千円 5.2

　　　　計 124億 4,135 万 9千円 121億 4,616 万 2千円 2.4
合　　　　計 384億 4,135 万 9千円 337億 3,216 万 2千円 13.9

会　　計　　名 22年度当初 21年度当初 前年度比（％）

企　

業　

会　

計

上
水
道

特
別
会
計

収
益
的

収入（水道料など） 2 億 6,427 万 4千円 2億 7,064 万 6千円 △ 2.4

支出（事務費、人件費など） 2 億 2,351 万 7千円 2億 2,154 万 9千円 0.9

資
本
的

収入（起債、国庫補助金など） 918 万 8千円 1,401 万 3千円 △ 34.4

支出（工事請負費など） 9,025 万 1千円 9,393 万円　　 △ 3.9

病
院
事
業

特
別
会
計

収
益
的

収入（医業収益など） 28 億 6,872 万 3千円 26億 4,655 万 7千円 8.4

支出（人件費、医薬品など） 29 億 9,732 万 8千円 31億 6,973 万 9千円 △ 5.4

資
本
的

収入（一般会計繰入金など） 13 億 1,571 万 9千円 2億 3,082 万 6千円 470.0

支出（起債償還金など） 14 億 1,215 万 8千円 2億 9,122 万 8千円 384.9

■

子
ど
も
手
当
給
付
事
業
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細
�
�
臨
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連　
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�
億
�
�
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�
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千
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324億6,018万2千円
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９
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追
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防
火
水
槽
有ゆ
う
が
い蓋
化
な
ど
消
防

関
係
施
設
を
整
備
し
、
市
民
の

安
全
安
心
を
図
る
も
の
。

　

防
火
水
槽
設
置
整
備

　

工
事
請
負
費  

新
設
４
基

　
（
大
野
１
、緒
方
２
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０
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０
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大野町
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３月定例会（一般会計補正予算、議員発議）

小学校管理費

小学校整備事業
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�
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�
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�
�
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�
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９
９
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２
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９
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�
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ー
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工
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１
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０
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三
重
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保
育
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遊
具
設
置

　

工
事
請
負
費

　
　
　
　
　

２
８
０
万
円

採決の結果、いずれも可決され、関係機関に意見書を提出しました。

　永住外国人に対する地方参政権付与の法制化に反対
　する意見書

　日本国民でない永住外国人に対し、地方公共団体の議会の議
員および長の選挙権などを付与することは、憲法上問題がある
と言わざるを得ません。
  先進８カ国を見ても、ロシアを除く７カ国は、国として永住
外国人に地方参政権を付与していません。
  よって、国に対し、永住外国人への地方参政権付与に関する
法律を制定することのないようお願いするもの。

  「ヒロシマ・ナガサキ議定書」のＮＰＴ再検討会議で
　の採択に向けた取り組みを求める意見書

　核兵器廃絶を早期に実現するためには、核保有国を初め各国
政府が核兵器廃絶に取り組む必要がある。
　 「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の趣旨に賛同し、日本政府が
ＮＰＴ再検討会議において、核兵器廃絶に向け主導的役割を果
たすようにお願いするもの。

　改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書

　多重債務者のために必要とされる施策は、相談体制の拡充、
セーフティーネット貸付の充実およびヤミ金融の撲

ぼくめつ

滅などである。
  地方消費者行政の充実および多重債務問題が喫

きっきん

緊の課題であ
ることも踏まえ、国会および政府に対し、改正貸金業法の早期
完全施行などを求めるもの。

　選択的夫婦別姓制度の導入に反対する意見書

  夫婦別姓制度の導入は、選択的とは言え、明治以来の夫婦一
体となった家族制度、良き伝統を壊してしまう働きをする。
  よって、国会および関係諸機関に対し、選択的夫婦別姓制度
の法制化に反対するようお願いするもの。

　保育所・児童入所施設の環境改善を求める意見書

  保育所・児童入所施設の設置および運営に対し、必要な財源
を確保することや最低基準の改善に向けて十分配慮することな
ど、施設の環境改善を求めるもの。

　EPA・FTA推進路線の見直しを求め、日米FTAの推
　進に反対する意見書
 
　世界の穀物は、今後不足度合いを強め、2019 年には国際価格
が３～５割高となる見通しである。
　深刻な世界の食糧問題を解決するには、それぞれの国が主要
食料の増産をはかり、食糧自給率を向上させる以外にはない。
　よって、これまでのＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線を見直し、アメ
リカとのＦＴＡ交渉は行わないことを求めるもの。

議員の権限

議員発議

タイルの張り替えが待たれる千歳小プール

元気に遊ぶ園児（三重東保育所）
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急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の一部改正

県
営
事
業
�
受
益
者
分
担
金

賦�

�課
基
準
見
直
�

　
　

在
�
大
分
県
�
実
施
�
�
�
�
県

　
　

営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
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業
�
�

�
�
�
�
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担
金
�
�
�
�
分
�
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徴

収
�
�
�
�
�
�
�
県
内
他
市
�
�
�
�

�
�
分
担
金
�
徴
収
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
本
市
�
�
�
�
�
平
成
22
年
度
�

�
分
担
金
�
徴
収
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
改
正
�
行
�
�
�
�
�
�

長
�
歴
史
�
幕

市
内
�
校
�
閉
校

小
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　

�
�
�
休
校
�
�
�

　
　

�
清
川
東
小
学
校
�

清
川
西
小
学
校
�
�
�
長�

谷�

川�
�

小
学
校
�
廃
止
�

　

小�

�

�

富
士
小
学
校
�
上
緒

方
小
学
校
�
�
�
緒
方
小

学
校
�
�
校
�
廃
止
�
�
�

新
�
�
緒
方
小
学
校
�
設

置
�

　

長�
�
�
�谷
小
学
校
�
�
�
犬

飼
小
学
校
通�
�
�
�
�山
分
校
�
犬

飼
小
学
校
�
統
合
�
�
�

�
�
�
�

現

�

① 犬飼小学校通山分校
② 上緒方小学校
③ 緒方小学校
④ 小富士小学校
⑤ 長谷小学校

①

②

③ ④ ⑤

工事が行われている大野町河
かわ

面
も

地区

各学校で行われた閉校式

⑤
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建築中の家

３月定例会（条例・行財政改革特別委員会委員長報告）

　地方分権が推進される中で、議会の果たすべき役割と、市民から寄せられる期待はますます増大しています。議会
としても将来を見据え、「今、行政改革を断行しなければ、豊後大野市の未来はない」との思いから、聖域を設けない
行政改革の熱意と勇断が必要不可欠であると認識を深めるものです。豊後大野市の将来を明るく希望に満ちた展望へ
と導くためにも、この行政改革は、市と市議会それぞれの立場で共に推進し、その都度検証と提言を繰り返し、市民
の立場に立った目線で評価を継続しなければならないと考えます。
　このようなことから、第 1期行政改革集中改革プランが推進される間、市議会は会派制を導入し、代表質問を実施
することで議会改革に取り組み、議員定数については、合併特例数の 31 人から法定定数を下回る 24 人に削減したと
ころであります。
　第２期行政改革集中改革プランでは、議会基本条例の制定に向けた協議を進め、議会機能の充実に努めるとともに、
市民の関心の高い議員定数や報酬等については、さらに検討を重ね、市民に信頼される議会づくりを推進します。

① 議会機能の充実

　　市民の声を集約し、市政に反映させるため、立法・政策能力の向上や、執行機関に対する監視機能の強化を図る
　とともに、議会機能の充実、活性化を目的とした議会基本条例の制定に向けての検討を行います。

②議員定数

　　議員定数は、地方自治法第 91 条第２項第５号、人口５万人未満の市に該当し、26 人を超えない範囲内で定めな
　ければならないとされています。豊後大野市議会は、議会議員定数条例で 24 人と定めていますが、今後の定数の見
　直しについては、人口動態等を考慮して、慎重に検討いたします。

③ 議員報酬・政務調査費

　　本市の議員報酬は、県内 14 市の中で低い水準にあります。しかし、市の厳しい財政状況を踏まえ、議員報酬の月
　額５%引き下げを平成 21 年 10 月 1 日から平成 23 年３月 31 日までの 1年６カ月間行い、平成 23 年４月 1日以降に
　つきましても、社会情勢や市の財政状況を見極めながら、議員報酬を検証していきます。
　　政務調査費については、その効果や必要性は理解したところでありますが、使途の透明性を確保することや、関
　係書類の公開等も踏まえて、新たに検討することとします。

委員長報告
行財政改革特別委員会

　　　　委員長　宮
みやなりとし

成寿男
お

定住人口の増加に期待

　補助対象範囲を拡大
住宅新築及び増改築等に関する条例の一部改正

　
　

成
25
年
度
�
�
�

　
　

時
限
措
置
�
�
�
�

辺
地
地
域
�
�
�
過
疎
地

域
�
限
定
�
�
�
�
�
補

助
対
象
範
囲
�
�
三
重
町

地
域
�
含
�
�
市
�
全
域

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

�
�
補
助
対
象
�
�

　
　

�
増
改
築
工
事
�

工
事
金
額
�
�
�
�
�
�

�
�
�
万
円
�
�
�
�
�
万

円
�
引
�
下
�
�
補
助
対

象
者
�
拡
充
�
図
�
�
�

�
�
�
住
環
境
�
向
上
�

�
�
定
住
人
口
�
増
加
�

図
�
�
�
�
�
�

平�

　豊後大野市議会における第２期行政改革集中改革プランが公表されました。

　議員間での自由討議、議決事件を拡大する権能強化、市民と直接対話する議会報告会などを

定めた議会基本条例の制定に向けて協議を進め、議会の活性化と議会機能の充実に努めます。
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代 表 質 問

どうする葬斎場建設

～建設予定地を検討～

 緑
りょく

政
せ い

会
かい

　　　　　　      

小
お

野
の

 栄
し げ

利
と し

質
　

第
一
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
検
証
と
総
括
に
つ
い

て
伺
う
�

答　
市
長

　

第
一
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン

は
、
人
件
費
・
公
債
費
・
物

件
補
助
費
な
ど
の
費
目
（
三

本
柱
）
を
削
減
対
象
に
設

定
し
、
13
億
２
０
０
０
万

円
を
削
減
目
標
と
し
た
結

果
、
順
調
に
逓て

い
げ
ん減

が
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
行

政
経
費
の
削
減
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　

第
二
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
の
基
本
的
な
考
え
方
�

実
施
計
画
な
ど
に
つ
い
て

伺
う
�

答　
市
長

　

第
二
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
は
、「
合
併
市
」か
ら「
普

通
市
」
へ
の
転
換
を
図
る

中
間
期
に
あ
り
、
そ
の
成

果
は
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

を
左
右
す
る
こ
と
か
ら
、

効
果
的
・
計
画
的
な
具
体

策
を
盛
り
込
ん
だ
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
　

平
成
20
年
度
の
火
葬
件

数
は
７
４
０
件
余
り
�
火

葬
業
務
の
一
本
化
は
�
検

討
し
て
い
る
の
か
�

答　
市
長

　

平
成
23
年
度
ま
で
に
候

補
地
の
選
定
お
よ
び
決
定

な
ど
を
行
い
、
合
併
特
例

債
を
活
用
し
、
平
成
26
年

度
ま
で
に
完
成
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。

行財政改革の徹底を

～積極的な推進が課題～

市内２カ所の葬斎場　上 : 三重葬斎場　下 : 大野葬斎場
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緑 政 会

農
林
業
�
活
性
化
策
�

〜
制
度
や
事
業
の
推
進
を
図
る
〜

質
　

国
が
行
う
諸
事
業
に
つ

い
て
�
市
の
対
応
策
は
�

答　
市
長

○　

中
山
間
地
域
等
直
接

　

支
払
制
度
に
つ
い
て
は
、

　

平
成
22
年
度
か
ら
第
三

　

期
対
策
へ
と
継
続
さ
れ

　

ま
す
。

  　

今
後
は
、
協
定
集
落

　

お
よ
び
締
結
で
き
な
か

　
っ
た
集
落
へ
の
説
明
会

　

を
実
施
し
、
推
進
を
図

　

り
ま
す
。

○　

農
地
・
水
・
環
境
保

　

全
向
上
対
策
事
業
に
つ

　

い
て
は
、
取
り
組
み
組

　

織
数
や
面
積
は
現
状
維

　

持
と
し
、
引
き
続
き
、

　

地
域
の
資
源
や
環
境
の

　

保
全
を
図
り
ま
す
。

○　

平
成
23
年
度
実
施
予

　

定
の
農
家
戸
別
所
得
補

　

償
制
度
に
つ
い
て
は
、

　

本
市
の
よ
う
な
生
産
現

　

場
に
お
い
て
も
十
分
に

　

検
証
が
行
わ
れ
、
そ
の

　

結
果
が
反
映
さ
れ
た
本

　

格
的
な
制
度
が
導
入
さ

　

れ
る
よ
う
、
国
へ
要
請

　

し
て
い
き
ま
す
。

○　

農
地
有
効
利
用
整
備

　

事
業
に
つ
い
て
は
、
受

　

益
者
か
ら
の
意
見
や
要

　

望
を
集
約
し
、
国
や
県

　

に
対
し
て
、
事
業
の
必

　

要
性
を
訴
え
、
小
規
模

　

土
地
改
良
事
業
へ
の
取

　

り
組
み
を
要
請
し
て
い

　

き
ま
す
。

質
　

土
地
改
良
区
統
合
再
編

に
つ
い
て
�
市
の
考
え
は
�

答　
市
長

　

今
後
も
、
適
切
な
維
持

管
理
を
お
願
い
す
る
と
同

時
に
、
課
題
を
共
有
し
、

各
種
事
業
の
負
担
軽
減
に

努
め
、
協
議
検
討
を
重
ね

ま
す
。

新庁舎、

消防本部・消防署の 建設は

～規模については検討中～

質
　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
�

予
算
部
分
が
見
え
て
こ
な

い
が
�

答　
市
長

　

人
口
規
模
に
合
い
、
市

民
が
使
い
や
す
く
コ
ス
ト

が
安
い
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
基
本
構
想
を
進
め
な

が
ら
建
設
費
を
見
積
っ
て

い
き
ま
す
。

質
　

消
防
本
部
・
消
防
署
の

庁
舎
建
設
は
�
検
討
に
入

�
て
い
る
の
か
�

答　
市
長

　

用
地
で
は
、
市
内
全
域

へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
で
、

迅じ
ん

速そ
く

な
対
応
が
可
能
な
場

所
、
予
算
で
は
、
平
成
22

年
度
の
早
期
に
用
地
を
確

保
し
、
補
正
予
算
で
対
応

し
ま
す
。

救助訓練中

農地有効利用整備事業（朝地町）
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質
　

行
政
組
織
の
見
直
し
や

部
長
制
廃
止
の
取
り
組
み

は
�

答　
市
長

　

行
政
運
営
で
、
意
思
決

定
の
迅じ

ん
そ
く速

化
や
、
権
限
と

責
任
を
明
確
に
す
る
組
織

の
フ
ラ
ッ
ト
化
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
組
織
の
簡
素

化
は
避
け
て
通
れ
な
い
状

況
で
す
。

　

部
長
制
の
廃
止
は
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
で
あ
り
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
予
定
し
て
お

り
、
平
成
22
年
度
中
に
事

務
作
業
を
進
め
ま
す
。

質
　

地
域
担
当
職
員
制
度
の

導
入
は
ど
う
な
�
て
い
る

の
か
�

答　
市
長

　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
職
員
組
合

と
の
協
議
を
重
ね
て
お

り
、
平
成
22
年
度
の
早
い

時
期
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

質
　

行
政
改
革
の
取
り
組
み

で
�
平
成
21
年
度
に
�
第

２
次
公
共
施
設
統
廃
合
計

画
�
が
公
表
予
定
で
あ
�

た
が
�

答　
市
長

　

公
共
施
設
の
統
廃
合
は

当
面
す
る
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

　
「
行
政
組
織
内
部
の
集

約
化
」、「
フ
ラ
ッ
ト
化
」

の
議
論
や
「
事
務
事
業
の

民
営
化
」
な
ど
、
行
政
改

革
の
大
き
な
枠
組
み
の
中

で
捉と

ら

え
て
い
き
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
見
直
し

は
、
市
民
生
活
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
平
成
22

年
度
中
に
じ
っ
く
り
内
部

協
議
を
行
い
、
組
織
機
構

の
再
編
と
一
体
的
に
捉

え
、
平
成
23
年
３
月
に
公

表
し
ま
す
。

代 表 質 問

年の総括は

動的かつ弾力的な運営を～

３役と部長による会議の様子

廃止された神角寺キャンプ場（朝地町）

無償譲渡された公共施設 緒方　徳田軽作業所

 無
む

所
し ょ ぞ く

属の会
かい

　　　　　

安
あ ん

藤
ど う

 豊
と よ

作
さ く
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前期基本計画の検証は

～実施計画を毎年度見直す～

無所属の会

質
　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ

い
て
��
大
分
県
一
の
政

策
集
団
を
目
指
す
�
と
さ

れ
て
い
る
が
�
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
�

答　
市
長

　

こ
れ
ま
で
各
種
研
修
会

や
職
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な

ど
を
行
い
、
そ
の
醸じ

ょ
う
せ
い成
を

図
っ
て
き
た
が
、
公
務
員

と
し
て
の
自
覚
や
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
職

員
意
識
は
ま
だ
ま
だ
不
十

分
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
も
職
員
と
の
議
論

を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

距
離
を
縮
め
、
よ
り
良
い

合
意
形
成
を
図
り
た
い
�

質
　

行
政
�
市
民
�
議
会
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

評
価
は
�

答　
市
長

　
「
１
メ
ー
ト
ル
か
ら
の

民
主
主
義
」
を
政
治
信

条
と
し
、
ふ
れ
あ
い
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
中
心
に
、

中
学
生
や
各
グ
ル
ー
プ
、

各
種
団
体
、
自
治
会
な
ど

と
の
意
見
交
換
に
よ
る
対

話
を
、
積
極
的
に
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
や
病
院
開
設
に

係
る
市
民
説
明
会
で
は
、

参
加
者
が
少
な
く
、
そ
の

取
り
組
み
が
市
民
参
加
の

向
上
に
繋つ

な

が
っ
て
い
な
い

と
深
く
反
省
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
治
会
単
位

に
小
さ
く
し
て
開
催
す
る

こ
と
や
、
事
前
に
資
料
や

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布

な
ど
工
夫
を
凝こ

ら
し
、
市

民
参
加
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

質
　

第
１
次
総
合
計
画
�
前

期
基
本
計
画
�
平
成
18
年

度
�
平
成
22
年
度
�
の
事

業
の
進

し
ん
ち
�
く捗

状
況
と
検
証
は
�

答　
市
長

　

こ
の
計
画
は
、「
行
政
が

何
を
す
る
か
」
を
中
心
と

し
た
、「
整
備
目
標
明
示

型
」
で
は
な
く
、「
市
民

生
活
が
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
」
と
言
う
「
成
果
目

標
明
示
型
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
事
業
施
策
の
進

捗
状
況
や
成
果
の
達
成
状

況
を
踏
ま
え
て
計
画
を
見

直
し
、
事
業
評
価
と
と
も

に
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

病院開設に係る市民説明会（大野町）

就任後一

～機
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 清
せいふう

風クラブ　　　　　  

小
お

野
の

 泰
や す

秀
ひ で

道路改良が進む千歳町長峰 三重町下赤嶺

代 表 質 問

質○
地
方
公
共
事
業
の
削
減

に
つ
い
て

　

新
政
権
の
�
コ
ン
ク
リ

�
ト
か
ら
人
へ
�
の
ス
ロ

�
ガ
ン
に
よ
る
地
方
公
共

事
業
の
削
減
は
�
地
方

の
必
要
な
基
盤
整
備
が

遅
れ
�
地
域
経
済
は
低
迷

し
�
過
去
最
悪
の
失
業
率

を
更
新
し
て
い
る
雇
用
の

問
題
�
デ
フ
レ
の
到
来
を

思
わ
せ
る
物
価
の
下
落
な

ど
�
早
急
な
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
�
こ
う
し
た

新
政
権
に
対
す
る
市
長
の

率
直
な
見
解
は
�

答　
市
長

　

政
府
お
よ
び
民
主
党
政

権
の
政
策
を
注
視
し
な
が

ら
、
行
政
運
営
を
進
め
て

い
き
た
い
。

質○
国
民
の
請
願
権
に
つ
い

て
　

現
民
主
党
政
権
下
で
は
�

国
民
の
陳
情
・
要
望
の
窓

口
を
民
主
党
幹
事
長
室
に

一
元
化
し
て
い
る
が
�
何

を
基
準
に
し
て
決
め
る
の

か
不
透
明
で
あ
る
�
こ
れ

は
民
主
主
義
の
原
則
に
反

し
�
行
政
へ
の
窓
口
を
閉

ざ
す
も
の
で
あ
り
�
憲
法

の
第
16
条
に
定
め
ら
れ
て

い
る
国
民
の
請
願
権
を
奪

う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま

す
�

　

市
長
は
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
�

答　
市
長

　

今
後
は
、
住
民
の
声
を

よ
り
良
く
反
映
で
き
る
効

果
的
な
方
法
を
模も

索さ
く

し
て

い
き
た
い
。

質○
永
住
外
国
人
の
地
方
参

政
権
に
つ
い
て

　

日
本
国
憲
法
第
15
条
に

は
�
公
務
員
を
選
定
し
�

及
び
こ
れ
を
罷ひ

免め
ん

す
る
こ

と
は
�
国
民
固
有
の
権
利

で
あ
る
�
と
規
定
し
�
ま

た
�
第
93
条
第
２
項
に
お

い
て
��
地
方
公
共
団
体

の
長
�
そ
の
議
会
の
議
員

及
び
法
律
の
定
め
る
そ
の

他
の
吏り

員い
ん

は
�
そ
の
地
方

公
共
団
体
の
住
民
が
�
直

接
こ
れ
を
選
挙
す
る
�
と

規
定
し
て
い
る
た
め
�
永

住
外
国
人
に
地
方
参
政
権

を
付
与
す
る
こ
と
は
�
憲

法
上
問
題
が
あ
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
�

　

地
方
自
治
体
の
長
と
し

て
の
ご
所
見
は
�

答　
市
長

　

地
方
参
政
権
の
付
与
に

つ
い
て
は
、様
々
な
賛
成
・

反
対
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
国
会
で
の
審
議

を
見
守
り
た
い
。

新
政
権
�
国
民
�
期
待
�
応�

�

�
�
�
�
�

〜
基
盤
整
備
の
遅
れ
て
い
る

地
方
に
と
っ
て
は
厳
し
い
〜

成人式での模擬投票風景
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市長の政治姿勢を問う

～誠心誠意努力する～

観光行政の活性化策は

～ライブ・ツーリズムを推進～

清風クラブ

質
　

自
己
評
価
と
２
年
目
に

向
け
て
の
抱
負
と
決
意
は
�

答　
市
長

　

１
年
間
の
実
績
で
評
価

を
行
う
こ
と
は
難
し
く
、

市
長
と
し
て
の
任
期
が
終

了
す
る
時
点
で
判
断
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

２
年
目
は
、
市
政
の

様
々
な
課
題
解
決
に
向
け

て
「
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

行
動
す
る
年
」
に
し
た
い
。

質○
今
後
の
行
財
政
改
革
は

　

国
�
地
方
を
通
じ
た
財

政
危
機
に
よ
�
て
�
今
後
�

一
層
の
自
律
的
な
自
治
体

運
営
が
求
め
ら
れ
�
行
政

の
�
量
�
の
見
直
し
と
あ

わ
せ
��
質
�
の
向
上
に

向
け
�
さ
ら
な
る
改
革
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
�

　

財
政
の
健
全
化
を
図
る

た
め
に
�
本
年
度
か
ら
ス

タ
�
ト
す
る
�
第
２
期
集

中
改
革
プ
ラ
ン
�
の
中
で
�

ど
の
よ
う
な
財
政
構
造
の

改
善
を
行
う
の
か
�

答　
市
長

　

第
２
期
集
中
改
革
プ
ラ

ン
で
は
、
財
政
の
健
全
化

に
向
け
、
削
減
目
標
を
掲か

か

げ
、
目
標
達
成
の
た
め
の

手
段
な
ど
を
明
記
し
、
行

政
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
。

質
　

観
光
協
会
は
�
地
方
自

治
体
か
ら
の
補
助
金
�
会

員
か
ら
の
会
費
が
主
な
財

源
で
あ
り
�
行
政
の
ス
リ

ム
化
が
進
む
中
で
�
補
助

金
を
削
減
す
る
傾
向
に
あ

る
が
�
観
光
協
会
に
対
す

る
考
え
方
は
�

答　
市
長

　

今
後
は
、
会
員
に
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら
す
よ
う
な

事
業
展
開
を
行
い
、
自
主

財
源
の
確
保
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
　

県
内
唯
一
�
本
市
だ
け

が
観
光
圏
に
含
ま
れ
て
お

ら
ず
�
今
後
�
広
域
的
な

観
光
振
興
が
不
可
欠
と
思

う
が
�

答　
市
長

　

市
の
持
つ
観
光
の
魅
力

を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
、

本
格
的
な
観
光
行
政
に
取

り
組
み
た
い
。

質
　

観
光
づ
く
り
の
原
点

は
�
そ
の
地
域
に
住
む
人

た
ち
が
�
受
け
継
が
れ
て

き
た
歴
史
や
文
化
�
自
然

を
守
り
�
そ
し
て
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
う
こ
と
だ

と
考
え
る
が
�
観
光
振
興

に
対
す
る
行
政
の
基
本
的

な
考
え
方
は
�

答　
市
長

　

観
光
振
興
は
、
ま
ち
づ

く
り
、
あ
る
い
は
地
域
活

性
化
の
一
手
段
だ
と
捉と

ら

え

て
い
ま
す
。

真名野長者祭り

豊後大野市観光協会



（第22号 2010.5）■14

一　般　質　問

　首
し ゅ

 藤
と う

 正
まさ

 光
みつ

　

給食費の未納

子ども手当から天引きを

～現状では困難～

質
　

給
食
費
の
多
額
の
未
納

が
あ
る
が
�
子
ど
も
手
当

か
ら
天
引
き
は
で
き
な
い

か
�

答　
市
長

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
を

受
け
る
権
利
は
保
護
さ
れ

て
い
る
た
め
、
滞
納
す
る

給
食
費
や
保
育
料
を
天
引

き
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

滞
納
し
て
い
る
保
護
者

に
対
し
て
は
、
子
ど
も
手

当
の
趣
旨
や
受
給
者
の
責

務
を
説
明
し
た
上
で
、
給

食
費
や
保
育
料
の
納
付
を

促う
な
が

す
な
ど
、
具
体
的
な
納

付
相
談
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

質
　

合
併
後
�
職
員
の
不
祥

事
で
職
員
懲

ち
�
う
か
い戒
審
査
委
員

会
が
12
回
も
開
か
れ
て
い

る
�

　

構
成
委
員
は
�
副
市
長
�

教
育
長
�
総
務
部
長
�
教

育
次
長
�
消
防
長
�
職
員

組
合
代
表
と
な
�
て
い
る

が
�
委
員
会
の
構
成
委
員

に
民
間
の
人
を
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
�

答　
総
務
部
長

　

大
分
県
下
で
は
、
こ
う

し
た
委
員
会
が
３
市
を
除

く
11
市
で
設
置
さ
れ
て
お

り
、
１
市
を
除
き
、
そ
の

委
員
は
す
べ
て
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
人
を
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
は
、
法
的
に
は

可
能
で
あ
り
制
約
が
あ
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公平な審査のため

民間人の委員任命は

～その方向性で検討～

1,690 人分の給食を作っている三重学校給食共同調理場
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将来の財政を見据えて

～全庁あげて取り組む～

特産品の発信・拡大を

～県と連携し取り組みます～

進まぬ行政区再編

～進捗率 42.2% ～

～ 9名の議員が市政を問う～

　宮
みや

 成
なり

 昭
あき

 義
よ し

　

質
　

地
元
食
材
の
�
豊
の
し

�
も
�
あ
り
�
多
く
あ
る

地
元
素
材
を
活い

か
し
た
市

の
特
産
品
づ
く
り
は
�

答　
産
業
経
済
部
長

　

地
元
産
品
と
し
て
生

産
・
販
売
強
化
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
、
市
の
産
品

づ
く
り
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

質
　

小
規
模
畜
産
農
家
へ
の

対
策
は
あ
る
の
か
�

答　
産
業
経
済
部
長

　

平
成
21
年
度
事
業
で
畜

産
物
生
産
性
向
上
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
県
・
Ｊ

Ａ
お
お
い
た
・
南
部
共
済

組
合
と
連
携
し
、
飼
育
管

理
技
術
と
併
せ
て
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
給
飼
料
確
保
向
上
対

策
事
業
に
つ
い
て
は
、
一

頭
か
ら
三
頭
飼
育
の
農
家

が
種
子
の
購
入
を
共
同
で

行
う
こ
と
で
、
補
助
要
件

を
満
た
す
よ
う
推
進
し
、

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま

す
。

質
　

平
成
18
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
行
政
区
再
編

計
画
は
�

答　
市
長

　

地
区
再
編
１
次
計
画
で

は
、
２
５
２
区
を
１
３
６

区
と
す
る
計
画
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
22
年

３
月
末
で
千
歳
町
１
０
０

％
、
犬
飼
町
86
％
、
そ
の

他
の
町
は
50
％
に
達
し
て

な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
第
２
次
行
政

区
再
編
計
画
を
策
定
し
、

平
成
25
年
度
ま
で
期
間
を

延
長
し
、
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

質
　

第
２
期
行
政
改
革
集
中

改
革
プ
ラ
ン
策
定
は
�

答　
企
画
部
長

　

平
成
32
年
度
か
ら
の
一

本
算
定
を
踏
ま
え
、
長
期

的
な
視
点
で
策
定
し
ま
す
。

畜
産
農
家
�
�
対
策
�

〜
状
況
把
握
で
効
果
を
〜

豊後大野まるごとフェア

小規模飼育農家
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一　般　質　問

　衞
え

 藤
と う

 竜
たつ

 哉
や

　

質
　

近
年
の
観
光
は
�
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
取
り
組
み
か

ら
市
・
県
を
越
え
た
広
域

的
で
個
人
や
小
グ
ル
�
プ

で
の
体
験
�
交
流
型
へ
と

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
�

　

県
が
発
表
し
た
４
つ
の

観
光
圏
に
豊
後
大
野
市
だ

け
空
白
で
入
�
て
い
ま
せ

ん
�
考
え
を
伺
う
�

　

さ
ら
に
�
観
光
協
会
の

組
織
強
化
を
し
�
積
極
的

な
取
り
組
み
が
必
要
で
は

な
い
か
�

答　
市
長

　

市
と
し
て
、
独
自
の
自

然
景
観
な
ら
び
に
豊
か
な

農
林
産
物
な
ど
の
魅
力
を

発
信
し
な
が
ら
、
近
隣
の

滞
在
地
と
連
携
し
た
広
域

圏
の
形
成
を
県
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
協
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
民
間
活
力
を
結
集

し
た
組
織
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
は
、
Ｊ

Ｒ
九
州
大
分
支
社
、
大
分

合
同
新
聞
と
の
共
催
に
よ

る
事
業
展
開
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

質
　

最
近
�
県
内
各
地
で
人

身
を
も
巻
き
込
む
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
�

　

市
内
で
も
高
齢
者
を
巻

き
込
む
大
火
災
が
起
き
る

恐
れ
が
な
い
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
�

　

住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
の
た
め
�
自
治
区
を
中

心
に
取
り
組
め
る
こ
と
は

な
い
か
�

答　
総
務
部
長

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、

住
民
の「
共
助
」の
気
持
ち
、

ま
た
地
域
の
強
い
結
び
つ

き
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
市
内
各
自
治
区

を
自
主
防
災
組
織
と
し
て

位
置
付
け
、組
織
の
育
成
、

強
化
を
図
り
、
防
災
に
対

す
る
意
識
の
醸じ

ょ
う
せ
い成

お
よ
び

向
上
に
努
め
、
防
災
訓
練

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

なぜ、観光圏から仲間外れ

～新たな広域圏の形成を目指す～

安
心
�
市
�

〜
災
害
時
の
要
援
護
者
に
配
慮
〜

県大会を目指す消防職員
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～ 9名の議員が市政を問う～

　小
お

 野
の

 順
じゅん

 一
いち

　

質
　

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

は
�

答　
市
長

　

豊
後
大
野
市
の
調
査

必
要
面
積
５
２
０・
６
１

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

対
し
、
完
了
面
積
は

２
２
８・０
９
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
す
。

質
　

今
後
の
調
査
計
画
と
併

せ
て
��
山
林(

土
地)

を

市
へ
寄
付
し
た
い
�
と
の

希
望
の
受
け
皿
整
備
は
で

き
な
い
か
伺
う
�

答 　
総
務
部
長

　

第
６
次
十
箇
年
計
画

が
、
平
成
22
年
５
月
に
閣

議
決
定
後
ス
タ
ー
ト
し
、

５
町
に
お
い
て
73
・
87
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
実
施

予
定
で
す
。

　

山
林
の
公
的
機
関
へ
の

寄
付
に
つ
い
て
は
、
一
部

の
特
例
的
な
事
例
を
除
け

ば
、
受
け
皿
と
し
て
の
体

制
が
で
き
て
い
な
く
困
難

な
状
況
で
す
。

質
　

過
疎
・
高
齢
化
が
進
む

地
域
に
お
い
て
�
高
齢
者

の
運
転
免
許
証
の
返
納
者

が
出
つ
つ
あ
る
中
�
交
通

手
段
の
確
保
は
急
務
と
思

わ
れ
る
が
�
対
応
策
は
�

答　
市
長

　

平
成
21
年
10
月
か
ら

「
運
転
免
許
証
自
主
返
納

支
援
制
度
」が
開
始
さ
れ
、

平
成
22
年
２
月
22
日
ま
で

に
23
件
の
返
納
が
あ
り
ま

し
た
。

　

交
通
手
段
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
体
系
を
再
構

築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
平
成
21
年
度
よ

り
九
州
運
輸
局
と
共
同

で
、国
の
事
業
で
あ
る「
地

域
公
共
交
通
活
性
化
総
合

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
平
成
22
年
度

に
「
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
り
、
平
成
23
年

度
以
降
に
お
い
て
連
携
計

画
に
基
づ
い
た
実
証
運
行

を
行
う
予
定
で
す
。

地籍調査について

～完了面積ベースで 43.8% ～

地域の交通手段は

～重要な課題と位置付け～

地権者による境界確認
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一　般　質　問

　神
こ う

志
じ な

那 文
ふみ

 寛
ひろ

　

質
　

調
査
の
結
果
と
特
徴
は
�

答　
市
長

　

65
歳
以
上
の
免
許
を
持

た
な
い
女
性
を
中
心
に
、

通
院
・
買
い
物
・
金
融
機

関
へ
行
く
な
ど
の
利
用
が

多
い
た
め
、
高
齢
の
女
性

も
利
用
し
や
す
い
交
通
体

系
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

質
　

こ
の
計
画
と
実
証
運
行

の
関
わ
り
は
�

答　
市
長

　

統
合
後
の
病
院
へ
の
交

通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
一
時
的
な
対
応
策
と

し
て
、
犬
飼
駅
か
ら
三
重

病
院
を
経
由
し
て
公
立
お

が
た
総
合
病
院
に
至
る
路

線
の
実
証
運
行
を
、
10
月

か
ら
半
年
間
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
運

行
状
況
を
中
心
に
総
合
的

に
勘
案
し
、
総
合
連
携
計

画
の
中
で
検
討
を
行
い
ま

す
。

質
　

平
成
20
年
度
は
総
額

４
１
４
０
万
円
の
増
税
だ

�
た
�
そ
の
決
算
は
�
収

納
率
が
前
年
か
ら
さ
ら
に

５
・
９
％
下
が
�
た
一
方
�

８
９
１
３
万
円
の
繰
り

越
し
と
な
�
た
�
基
金
は

５
億
１
９
９
万
円
あ
る
�

　

特
に
低
所
得
者
に
負
担

の
重
い
�
均
等
割
と
平
等

割
を
引
き
下
げ
よ
�

答　
生
活
環
境
部
長

　

低
迷
す
る
経
済
情
勢
、

予
測
の
難
し
い
医
療
費
の

動
向
を
考
慮
す
る
と
、
引

き
下
げ
る
の
は
困
難
な
状

況
で
す
。

　

国
の
見
直
し
（
応
能
・

応
益
の
標
準
割
合
）
の
動

向
を
注
視
し
、
詳
細
が
示

さ
れ
た
時
点
で
検
討
す
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
「
人
権
を
学
ぶ
子
ど

も
会
」
の
あ
り
方
は
？

○
本
市
の
農
業
の
将
来

像
は
？

国保税の引き下げを

～負担が増加しないよう努める～

地域公共交通総合連携計画

策定の進
し ん ち ょ く

捗は

～実証運行を行う～

健康維持にグラウンドゴルフを

コミュニティバスを利用して病院へ
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～ 9名の議員が市政を問う～

　赤
あか

 嶺
みね

 謙
けん

 二
じ

　

質
　

市
内
６
�
所
の
駅
の
中

で
�
三
重
町
駅
が
一
番
周

辺
の
環
境
が
悪
く
�
使
い

勝
手
も
悪
い
�

　

通
勤
・
通
学
の
利
用
者

や
駅
周
辺
の
人
々
を
中
心

に
�
整
備
を
望
む
声
が
多

い
�

　

以
下
�
６
点
に
つ
い
て

市
の
考
え
方
を
質た

だ

す
�

①　

駅
に
は
�
送
迎
者
用

　

の
駐
車
場
が
４
台
分
だ

　

け
で
あ
る
�

　
　

寄
り
付
き
が
悪
い
状

　

況
で
あ
り
�
駐
車
場
の

　

確
保
を
�

②　

自
転
車
が
狭
い
ス
ペ

　

�
ス
に
数
十
台
バ
ラ
バ

　

ラ
に
置
か
れ
て
お
り
�

　

見
苦
し
い
�

　
　

観
光
の
面
か
ら
も
マ

　

イ
ナ
ス
で
あ
る
�
駐
輪

　

場
の
確
保
を
�

③　

駅
の
ト
イ
レ
は
�
市

　

民
も
利
用
し
て
お
り
�

　

公
衆
的
な
役
割
を
果
た

　

し
て
い
る
�
支
援
は
�

④　

駅
前
へ
の
バ
ス
の
乗

　

り
入
れ
が
で
き
な
い
か
�

⑤　

モ
ニ
�
メ
ン
ト
の
設

　

置
は
�

⑥　

駅
前
の
交
通
量
増
加

　

に
よ
る
危
険
防
止
対
策

　

は
�

答　
市
長

①　

市
が
駐
車
場
を
整
備

　

し
運
営
す
れ
ば
、
か
な

　

り
の
財
政
出
動
を
伴
い

　

ま
す
。

  　

現
行
の
民
間
活
力
を

　

活
用
し
、
実
態
把
握
に

　

努
め
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
引

　

き
続
き
要
望
し
た
い
。

②
③　

す
べ
て
Ｊ
Ｒ
の
所

　

有
地
で
す
が
、
市
と
し

　

て
も
何
ら
か
の
対
応
策

　

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

④　

使
用
料
が
発
生
す
る

　

こ
と
か
ら
、
大
野
交
通

　

の
意
向
と
Ｊ
Ｒ
と
の
協

　

議
が
必
要
で
す
。

⑤　

検
討
の
余
地
は
あ
り

　

ま
す
。

⑥　

中
九
州
道
路
の
開
通

　

に
よ
り
、
交
通
量
が
多

　

く
な
り
ま
し
た
。

　
　

県
道
三
重
新に

い
ど
の殿
線
ア

　

ク
セ
ス
道
の
早
期
完
成

　

を
、
県
に
対
し
強
く
要

　

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三重町駅の周辺整備を

～今後、関係機関と連携～

三重町駅前通り
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一　般　質　問

質
　

昨
年
の
定
例
会
一
般
質

問
に
お
い
て
�
答
弁
が
あ

�
た
次
の
二
点
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
�

①　

過
疎
地
域
や
限
界
集   

　

落
へ
の
対
応
�
支
援
策

　

と
し
て
�
集
落
支
援
員

　

を
配
置
す
る
��
と
の

　

答
弁
� 

そ
の
後
は
�

②　

農
業
従
事
者
の
高
齢

　

化
が
著
し
く
進
む
中
�

　

�
新
た
な
労
災
保
険
特

　

別
加
入
事
業
を
新
年
度

　

当
初
に
は
運
営
し
た
い
��

　

と
の
答
弁
�
そ
の
後
は
�

答　
市
長

①　

市
民
か
ら
「
市
役
所

　

が
遠
く
な
っ
た
。」や「
職

　

員
の
顔
が
見
え
な
い
。」

　

と
の
声
を
多
く
聞
い
た

　

の
は
事
実
で
す
。

　
　

集
落
機
能
の
維
持
が

　

困
難
な
ど
、
中
心
部
と

　

周
辺
部
と
の
格
差
が
広

　

が
り
つ
つ
あ
る
中
、
行

　

政
区
が
抱
え
て
い
る
課

　

題
を
市
職
員
と
市
民
が

　

共
有
す
る
こ
と
を
目
的

　

に
「
地
域
担
当
職
員
制

　

度
」
の
導
入
を
進
め
て

　

い
ま
す
。

　
　

職
員
組
合
と
も
協
議

　

を
重
ね
、
新
年
度
の
早

　

い
時
期
に
制
度
を
確
立

　

し
実
施
し
て
ま
い
り
た

　

い
。

②　

市
独
自
の
農
業
労
災

　

保
険
制
度
の
新
設
に
つ

　

い
て
、
今
回
実
施
し
た

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
よ

　

り
精
査
し
た
上
で
、
対

　

象
範
囲
を
拡
大
し
て
再

　

度
意
向
調
査
を
実
施
し
、

　

平
成
22
年
度
中
に
は
結

　

論
を
出
し
た
い
。

  　

当
面
は
厚
生
労
働
省

　

が
実
施
す
る
労
災
特
別

　

加
入
制
度
を
市
内
全
域

　

に
広
げ
、
周
知
を
図
り

　

ま
す
。

質
　

各
地
域
で
こ
れ
ま
で
育

成
さ
れ
て
き
た
�
サ
ロ
ン

や
ク
ラ
ブ
・
各
種
教
室
�

な
ど
組
織
の
運
営
が
低
迷

し
て
い
る
�
活
動
範
囲
を

広
げ
た
研け

ん
さ
ん鑽
や
�
活
性
化

を
図
る
た
め
こ
れ
ら
の
自

主
団
体
が
利
用
で
き
る

�
福
祉
研
修
車
�
の
配
置

が
で
き
な
い
か
を
問
う
�

答　
総
務
部
長

　

こ
の
よ
う
な
団
体
が
先

進
地
の
研
修
や
他
の
団
体

と
の
交
流
を
行
う
場
合
は
、

道
路
運
送
法
の
許
容
範
囲

内
で
あ
れ
ば
「
本
市
が
支

援
を
行
っ
て
い
る
団
体
で

は
、
組
織
の
活
性
化
や
福

祉
の
充
実
を
目
的
と
す
る

業
務
」
で
使
用
可
能
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
有
す
る
２
台

の
バ
ス
で
日
程
を
調
整
し

な
が
ら
使
用
許
可
を
検
討

し
た
い
。

　和
わ

 田
だ

 哲
てつ

 治
はる

　

�
議
会
�
�
答
弁
�

�
�
後
�
経
過
�
検
証
�

〜
新
年
度
早
期
に
は
制
度
を
確
立
〜

気軽に使える
「福祉・研修車輌」の配置を

～法の範囲内での使用は可能～

現在市有しているバス２台



　恵
え

 藤
と う

 千
ち よ こ

代子　
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～ 9名の議員が市政を問う～

質
　

地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
策
定
の
状
況
と
�

今
後
の
取
り
組
み
は
�

答　
市
長

　

平
成
21
年
度
中
に
豊
後

大
野
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
を
設
立
し
、

最
善
な
交
通
体
系
を
講
築

す
る
た
め
の
計
画
策
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

質
　

高
齢
者
の
事
故
が
多
い
�

免
許
証
を
自
主
返
納
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
�

答　
市
長

　

運
転
に
不
安
、
で
も
生

活
の
た
め
免
許
を
手
放
せ

な
い
と
考
え
て
い
る
高
齢

運
転
者
が
「
免
許
を
返
納

し
て
も
大
丈
夫
だ
。」
と

思
う
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
　

障
が
い
者
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
�
タ
ク
シ
�

料
金
の
助
成
を
�

答　
市
長

　

移
動
交
通
手
段
確
保
の

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
柔
軟
な
運
行
や
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
導
入
な
ど
要

望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
市
の
助
成
制
度
の
状

況
を
調
査
研
究
し
、
関
係

部
署
と
連
携
し
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
　

近
く
に
商
店
が
な
い
�

食
品
・
日
用
品
の
移
動
販

売
車
の
走
行
を
支
援
す
る

事
業
に
取
り
組
め
な
い
か
�

答　
市
長

　

県
で
は
、
旧
町
村
部
周

辺
対
策
と
し
て
、
商
工
会

な
ど
が
実
施
す
る
宅
配
事

業
へ
の
支
援
「
地
域
商
業

維
持
支
援
事
業
」
が
あ
り

ま
す
。

　

市
と
し
て
、
今
後
、
移

動
販
売
車
の
運
行
事
業

者
、食
品
、日
用
品
を
賄ま

か
な

う

た
め
の
登
録
希
望
商
店
や

宅
配
希
望
者
な
ど
に
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
い
、
本
事
業

の
推
進
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

交通弱者へ支援を

～住民の声を活かした計画策定へ～

自主返納は運転免許センター
または最寄りの警察署で
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一　般　質　問

質
　

地
域
に
よ
�
て
進

し
ん
ち
�
く捗
状

況
に
差
が
あ
る
が
�

答　
市
長

　
「
町
に
よ
っ
て
は
再
編

す
る
区
と
し
な
い
区
が
混

在
し
て
お
り
、
統
一
的
に

取
り
組
め
な
い
。」「
集
落

規
模
の
大
き
い
区
は
、
わ

ざ
わ
ざ
小
さ
い
区
と
再
編

す
る
必
要
が
な
い
。」「
対

象
地
区
同
士
の
事
業
活
動

に
大
き
な
相
違
が
あ
る
。」

な
ど
に
よ
り
、
再
編
が
進

ま
な
い
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
将

来
や
あ
り
方
を
協
議
し
て

い
た
だ
き
、
行
財
政
改
革

の
一
環
と
い
う
側
面
か
ら

も
、
市
民
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て

い
き
た
い
。

質
　

地
域
温
暖
化
対
策
で
は
�

二
酸
化
炭
素
�
CO2
�
の
削
減

が
急
務
と
な
�
て
い
る
が
�

化
石
燃
料
に
代
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
�
源
と
し
て
小
水
力

発
電
が
考
え
ら
れ
る
が
�

市
と
し
て
の
考
え
を
問
う
�

答　
産
業
経
済
部
長

　

自
前
の
電
力
供
給
に
よ

る
農
業
水
利
施
設
の
維
持

管
理
費
の
削
減
の
み
な
ら

ず
、
波
及
効
果
と
し
て
地

域
活
性
化
や
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
に
よ
る

農
村
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
な
ど
も
期
待
で
き
、

社
会
的
意
義
も
大
き
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
農
業
水
利
施

設
を
活
用
し
た
小
水
力
発

電
の
推
進
に
努
め
た
い
。

質
　

小
水
力
発
電
所
建
設
に

関
す
る
助
成
制
度
は
�

答　
産
業
経
済
部
長

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に

よ
る
助
成
事
業
は
、「
導

入
技
術
支
援
事
業
」、「
地

域
用
水
環
境
整
備
事
業
」、

「
低
コ
ス
ト
発
電
設
備
実

証
事
業
」
が
制
度
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

質
　

地
域
に
振
り
分
け
る
予

算
編
成
の
査
定
な
ど
に
つ

い
て
�
市
民
に
公
表
は
�

答　
総
務
部
長

　

事
業
な
ど
の
予
算
編
成

は
、
個
々
の
事
業
ご
と
に

効
果
や
必
要
性
、
緊
急
性

や
将
来
性
を
考
慮
し
、
総

合
計
画
や
行
政
改
革
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

優
先
度
を
決
定
し
、
総
体

予
算
の
範
囲
内
で
編
成
作

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　佐
さ

 藤
と う

 徳
のり

 宣
よ し

　

農
業
用
水
�
小
水
力
発
電
開
発
�

〜
水
力
は
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
〜

市の行政区再編について

～平成26年度まで推進期間を延長～

公平公正な予算編成を

～優先度をつけながら編成～

九州で初のモデル地区（竹田市）
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人権意識高
こ う よ う

揚のため

2/5　議会人権同和研修会　　　　　　 

増える鳥獣被害

3/9　鳥獣被害対策講演会　　　　　　 

BCAT Bungoono  City  Assembly  Topics

　市議会主催の人権同和研修会が豊
後大野市中央公民館で実施され、㈳
大分県人権教育研究協議会名誉会員、
吉
よしのじゅんいち

野純一氏より「人権と同和の最新
事情～ 51% で…まあ…いいか～ 」
と題し講演が行われました。
　差別には、「部落差別」「高齢者差別」
「いじめによる差別」など多数存在し、
それらは「つくられたもの」「成り行
きによるもの」など、いくつかの項
目によって分類されるとのお話があ
りました。

　豊後大野市鳥獣被害対策協議会主
催の鳥獣被害対策講演会がエイトピ
アおおので開催され、独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構鳥
獣被害研究チームの江

え

口
ぐちゆうすけ

祐輔氏より
「野生鳥獣の行動及び被害防除につい
て」と題し講演が行われました。
　野生動物の防護対策については、
私たちが良いと思っていた対策が逆
に誘引するものであったと知りまし
た。
　動物本来の生態を知ることで、防
護対策が見えてきます。
　柵の設置や点検などの対策も集落
ぐるみで対応し、鳥獣の嫌

いや

がる環境
をつくり、適切な駆除をしなければ
被害を防ぐことはできないとお話が
ありました。

豊後大野市議会の話題や活動を紹介
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　　市や議会に対する　　　　　　　　

　　　市民皆さまの思いを紹介　　　　

　5年前の 3月31日、7つの町村が合併し豊後大野市が誕生しました。
　大分県には現在 14 の市があります。別府市には全国的に有名な温
泉、豊後高田市には昭和の町があるように、それぞれの市が PRす
るための観光名所景勝地を持っており、知名度が高く、多くの人々
が訪れています。
　原尻の滝や内山観音、烏

え ぼ し

帽子岳
だけ

ぼたん桜などがある豊後大野市の
知名度は、まだまだ低いのではないでしょうか。豊後大野市の名が
大分県内外に知られるためには、今以上に豊後大野にしかない観光
景勝地を宣伝していくことが必要だと思います。多くの人々が何度
も訪れたくなる場所として、自然あふれるこの豊後大野市を好きに
なってもらいたいと願っています。
　私は、大野町で生まれ、小・中・高校と地元の学校に通っており、
高校卒業後は進学し、将来はこの市で家業の農家を継ぎたいと考え
ています。豊後大野市発展のため、少しでも役立てる市民になりた
いと思います。

豊後大野市の
発展に向けて
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  議会を傍聴してみませんか？　　　

　　　　　6月定例会は、6月上旬に開会予定です。

　　　　　　　詳しくは議会事務局　TEL　0974-22-1001 へ

豊後大野市で育って

　豊後大野市で生まれ育ち、20 年が経
た

ちました。現在、私は看護師
を目指し、専門学校に通っています。自然に囲まれた中で、毎日勉
学に励んでいます。
　学校生活の中で女性消防団員やサマーキャンプなどのボランティ
アに参加しました。さまざまな年代の方々と交流を深め、改めて人
と接することが楽しいと感じました。
　さて、豊後大野市は過疎化が進み、一人暮らしの高齢者が増えて
います。私の祖母も一人暮らしで、身体機能が衰え、ホームヘルパ
ーなどに頼っている現状です。
　介護者の不足や高齢者の増加により、介護が行き届いていないと
思われます。看護学生として、高齢者の方々が生活しやすいように
なってほしいと願っています。
　また、今後も今ある自然を大切にし、昔と変わらない風景を保っ
ていってほしいと思います。さまざまな世代の人が不自由なく暮ら
せるよう医療なども発展し、人々の活気であふれるような市であっ
てほしいと感じています。

藤華医療技術専門学校 3年

安
あんどう

道　香
か

澄
すみ

三重総合高等学校 3年　

首
しゅとう

藤　剛
たけのり

典


